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●コロナ禍での各関係機関の対応 コロナ禍での各関係機関の対応 

●市民児協関係行事の中止報告 市民児協関係行事の中止報告 

●民児協１８地区区割図 民児協１８地区区割図 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
る
社

会
。
民
生
委
員
児
童
委
員
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
う
考
え
る
か
、
松
戸
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
平
川
茂
光
会
長
に
お
聞

き
し
ま
し
た
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
10

月
22

日
）

＊
本
日
は
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
・
主

任
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
松
戸

市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
事
業
推
進

に
多
大
な
る
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

＊
民
生
委
員
歴
25
年
、
委
嘱
の
経
緯
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

前
任
の
方
が
地
域
の
た
め
に
尽
く
せ
と
。

受
け
る
ま
で
帰
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
・
・
。

＊
当
時
と
今
と
で
は
、
民
生
委
員
の
役
割
は

変
化
し
ま
し
た
か
。

　

経
済
状
況
、
国
・
県
・
市
の
福
祉
の
理
解
、

時
代
背
景
に
よ
り
忙
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。

阪
神
淡
路
大
震
災
当
時
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
な
ど
は
ま
だ
な
く
、
民
生
委
員
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
す
と
。
認
知
度
は
上
が
り
ま

し
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
生
活
保
護

が
増
え
て
多
忙
に
。
さ
ら
に
児
童
、
障
が
い

者
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
公
的
制
度
、
男
女
共

同
参
画
、
虐
待
関
係
の
法
整
備
も
。
福
祉
制

度
が
良
く
な
れ
ば
民
生
委
員
の
仕
事
も
増
え

ま
す
。
活
動
は
多
様
化
し
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
協
力
体
制
や
行
政
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る

時
代
で
す
。

＊
民
児
協
と
い
う
組
織
の
役
割
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

行
政
と
の
密
接
な
関
係
が
あ
っ
て
初
め
て

有
効
な
活
動
が
可
能
で
す
ね
。
で
き
る
こ
と

は
ほ
ぼ
全
て
受
け
て
き
た
の
で
認
知
度
は
上

が
っ
た
の
で
は
。
地
区
社
協
の
事
業
が
始
ま

り
、
民
生
委
員
も
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。
実

績
を
上
げ
れ
ば
さ
ら
に
要
請
が
出
さ
れ
、
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
が
可
能
に
。
行
政
も
い

ろ
い
ろ
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＊
行
政
と
の
連
携
に
は
苦
労
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

苦
労
し
ま
し
た
ね
（
笑
）
。
要
請
に
は
で

き
る
だ
け
協
力
し
ま
す
が
、
で
き
な
い
も
の

は
で
き
な
い
と
は
っ
き
り
断
る
こ
と
も
。

＊
今
は
県
民
児
協
の
副
会
長
職
も
お
勤
め
で

す
ね
。

　

私
を
含
め
４
人
副
会
長
が
お
り
ま
す
が
、

私
は
法
人
担
当
、
１
名
は
事
業
体
、
あ
と
の

２
名
は
主
力
の
講
演
会
の
担
当
で
す
。
全
国

的
に
珍
し
く
、
県
民
児
協
は
公
益
法
人
格
を

取
っ
て
い
る
の
で
、
県
か
ら
予
算
が
下
り
や

す
い
で
す
ね
。

＊
松
戸
市
と
他
市
民
児
協
を
比
べ
て
ど
の
よ

う
に
お
感
じ
で
す
か
。

　

東
葛
周
辺
と
他
と
は
地
域
性
が
違
い
、
松

戸
市
が
既
に
や
っ
て
い
る
こ
と
が
他
で
は
初

め
て
と
い
う
こ
と
も
。
１
民
生
委
員
あ
た
り

の
世
帯
数
も
違
い
、
県
が
同
じ
情
報
を
流
し

て
も
受
け
取
り
方
は
異
な
る
の
で
は
。
松
戸

は
先
進
的
で
、
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
が
直

接
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
松
戸
の
福
祉
行

政
は
時
代
を
先
取
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

＊
新
型
コ
ロ
ナ
の
こ
の
半
年
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　

と
に
か
く
民
生
委
員
の
方
々
の
体
が
一
番

大
事
、
そ
し
て
家
族
も
。
市
の
方
向
性
が
決

ま
れ
ば
そ
れ
に
従
い
、
地
区
に
絶
え
ず
情
報

を
提
供
す
る
。
基
本
的
に
活
動
は
自
粛
す
る

が
、
本
当
に
必
要
で
あ
れ
ば
要
請
が
来
る
の

で
そ
れ
を
待
つ
方
針
で
す
。
今
後
も
優
先
順

位
を
つ
け
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

た
だ
個
別
の
地
区
が
い
ろ
い
ろ
と
や
る
と

い
う
の
は
現
時
点
で
は
あ
ま
り
好
ま
し
く
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
や
る
時
に
は
同
時
に

ス
タ
ー
ト
。
何
も
や
る
な
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
工
夫
し
て
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
は
。

集
団
で
は
な
く
個
人
的
に
依
頼
さ
れ
た
ほ
う

が
か
え
っ
て
動
き
や
す
い
で
す
し
。
ま
ず
は

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
な
ど
の
物
を
事
務
局
に

用
意
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
使
っ

て
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
十
分
注
意
し
て

活
動
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
志
表
示
で
す
。

　

次
に
生
活
支
援
課
、
高
齢
者
支
援
課
か
ら

の
要
請
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
団
体
で
動
か
な

く
て
も
よ
く
、
３
密
も
あ
ま
り
関
係
な
い
で

す
ね
。
私
と
し
て
は
今
も
自
粛
中
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な

ど
の
ル
ー
ル
は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
一
方

全
体
研
修
会
な
ど
も
注
意
し
な
が
ら
再
開
し

て
い
き
ま
す
。
新
し
い
生
活
様
式
と
し
て
の

支
援
・
活
動
体
制
を
取
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

＊
最
後
に
民
生
委
員
全
体
に
向
け
て
、
お
願

い
し
た
い
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

　

感
染
症
と
は
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
ね
。
今
後
は
コ
ロ
ナ
と
認
知

症
の
対
策
は
特
に
重
要
で
、
高
齢
者
支
援
課

な
ど
か
ら
の
依
頼
は
、
そ
う
し
た
こ
と
の
表

れ
で
す
。
我
々
は
現
場
な
の
で
、
会
議
を
や

れ
ば
済
む
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
、
行
政

も
し
く
は
市
民
児
協
と
予
め
協
議
を
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
単
位
民
児
協
だ
け
で
動
か

な
い
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

新
任
民
生
委
員
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修

な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
修
不
足
も

心
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
任
者
は
こ
う
し

た
状
況
下
で
ま
ず
は
健
康
管
理
を
。
慌
て
ず

じ
っ
く
り
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
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光
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光
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光
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会
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梶
原 

栄
治
（
東
部
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（
明
第
四
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小
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順
子
（
小
金
北
部
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書 
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亀
澤 

初
見
（
常
盤
平
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記 

若
林 

桂
子
（
小
金
南
部
） 

理 

事 

梅
本
み
な
子
（
明
第
二
） 
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事 

竹
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恵
子
（
矢
切
） 
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荻
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禎
子
（
馬
橋
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事 

恩
田
美
智
子
（
馬
橋
西
） 

理 

事 

福
岡 

直
樹
（
新
松
戸
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理 

事 

星
野 

 

進
（
高
木
） 

理 

事 

廣
瀬 

昌
知
（
常
盤
平
団
地
） 

理 

事 

高
田 

和
敏
（
五
香
） 

理 

事 

池
端 

清
子
（
六
実
） 

理 

事 

向
田 

和
雄
（
小
金
原
） 

松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

 

理
事
会
・
役
員
構
成 
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令
和
元
年
11
月
30
日
、
松
戸
市
民
会
館

に
お
い
て
民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改

選
に
伴
う
委

嘱
状
伝
達
式

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

民
生
委
員

児
童
委
員
は

民
生
委
員
法

に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ

れ
る
非
常
勤

の
地
方
公
務

員
で
昨
年
12

月
全
国
一
斉

に
改
選
さ
れ
、
任
期
は
３
年
で
す
。　

　

今
回
松
戸
市
で
は
新
任
１
１
８
名
、
再

任
３
８
０
名
、
計
４
９
８
名
（
主
任
児
童

委
員
33
名
を
含
む
）
が
委
嘱
さ
れ
、
松
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長
か
ら
18
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
代
表
に
委
嘱
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
伝
達
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
側
に
た
っ
た
相
談
支

援
の
活
動
理
念
の
も
と
で
、
地
域
福
祉
活

動
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
を
考
慮
し
て
、

代
議
員
来
場
に
よ
る
議
決
か
ら
、
書
面
決

議
に
よ
る
議
決
に
変
更
し
、
４
月
に
１
ヶ

月
近
く
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

【
活
動
方
針
】

◎
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

　

活
動
の
強
化
と
推
進

◎
災
害
時
に
備
え
た
民
生
委
員
児
童
委
員
、

　

主
任
児
童
委
員
活
動
の
推
進

【
議
事
】
議
案
１
～
５
号
に
つ
い
て

　

昨
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
・
監
査
報

　

告
及
び
今
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
、

　

予
算
（
案
）
他
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
活
動
状
況
の
取
り
ま
と
め
】

「
松
戸
市
と
全
国
の
比
較
」
活
動
日
数
な

ど
数
値
の
多
い
項
目
（
一
部
）
を
左
表
に

掲
載
し
ま
し
た
。

【
令
和
２
年
度
収
支
予
算
】

　

令
和
２
年
11
月
４
日
森
の
ホ
ー
ル
21
に

お
い
て
、
令
和
２
年
度
全
体
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
松
戸
市
虐
待
防
止
条
例
に
つ
い

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は

児
童
、
高
齢
者
、

障
害
者
の
３
虐

待
を
一
本
化
し

た
も
の
で
、
虐

待
の
な
い
ま
ち

の
実
現
を
目
指

し
今
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
県

内
初
の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
に
先
立
ち
、
７
名
の
方
に

松
戸
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
方
に
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

繰越金
637 千円

5.5％

会　費
1,890 千円

16.4％

助成金
9,019 千円

78.1％

〈収入〉〈支出〉
予備費

314 千円
2.7％

事務費
300 千円

2.6％

運営費
4,590 千円

39.8％

助成金
3,460 千円

30.0％

負担金他
813 千円

7.0％

活動費
2,070 千円

17.9％

支出総額  11,547 千円 収入総額  11,547 千円

松
戸
市
民
生
委
員
主
任
児
童
委
員

委
嘱
状
伝
達
式

松戸市長

松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

令
和
２
年
度
「
総
会
」
報
告

松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

令
和
２
年
度
全
体
研
修
会

　

令
和
元
年
12
月
の
一
斉
改
選
で
退
任

さ
れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
の
う
ち
13

名
の
方
が
、
永
年
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
、

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員
の
先
輩

に
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
在
籍
20
年
以
上

　

植
田
啓
子(

松
戸)

　

野
元
敏
子

　
　
　

(

常
盤
平
団
地)

　

蜂
谷
桂
子(

明
第
四)

　

嶋
野
幸
子(

馬
橋
西)

　

松
澤
陽
子(

六
実)

　

大
川
惠
子(

明
第
四)

◆
75
歳
以
上
で

　
　

在
籍
15
年
以
上

　

澁
谷
正
行(

六
実)

　

阿
部
久
兵

　
　
　
　

(

常
盤
平
団
地)

　

鈴
木
征
男(

松
戸)

　

富
田
久
美
子(

馬
橋
西)

　

長
谷
川
信
行(

明
第
三)

肥
田
弘
子(

明
第
二)

　

大
石
民
子(

明
第
二)

松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
受
賞

単位 月間 年間

訪問回数

（訪問・連絡）
回

5.7 68.9

8.0 96.1

連絡調整件数

（委員相互）
件

7.3 88.1

3.6 43.6

活動日数 日
12.8 154.0

10.7 129.1

＜１人当たりの平均値＞

　　上段：松戸市、下段：全国

（数値対象期間）

松戸市　平成31年1月～令和元年12月

全　国　平成30年４月～平成31年３月
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松
戸
地
区

会
長
・
小
島
可
代
子

①
松
戸
駅
を
中
心
と
し

て
商
業
施
設
と
マ
ン
シ

ョ
ン
が
多
く
、
旧
水
戸
街
道
沿
い
に
は
昔
の
面

影
を
残
す
建
物
も
あ
る
、
新
旧
の
住
民
が
多
く

交
わ
る
地
区
で
す
。
②
委
員
が
何
で
も
話
し
合

え
、
活
動
が
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て

お
り
、
委
員
の
在
籍
年
数
が
比
較
的
長
い
地
区

で
す
。
③
交
流
を
目
的
と
し
た
活
動
が
で
き
ず
、

恒
例
の
敬
老
の
日
の
友
愛
訪
問
は
、
電
話
で
安

否
確
認
を
行
い
、
お
祝
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届

け
ま
し
た
。
電
話
で
は
見
え
な
い
こ
と
も
多
数

あ
り
、
悩
ま
し
い
で
す
。

明
第
一
地
区

会
長
・
池
田　

将
男

①
松
戸
駅
東
側
に
位
置

し
、
市
役
所
等
官
公
署

を
多
く
有
し
ま
す
。
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
も
増
え
、

人
の
流
入
が
多
く
若
年
層
や
子
育
て
家
族
が
増

加
中
で
す
。
②
委
員
相
互
の
状
況
を
理
解
し

「
和
気
あ
い
あ
い
」
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
③

日
頃
は
地
区
内
４
ヶ
所
の
会
場
を
巡
り
定
例
会

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
密
を
避
け
「
ゆ
う
ま
つ

ど
」
大
ホ
ー
ル
に
。
定
例
会
で
は
「
活
動
上
で

困
っ
た
こ
と
が
な
い
か
」
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

新
任
委
員
へ
の
引
き
継
ぎ
は
他
委
員
の
協
力
を

仰
い
で
い
ま
す
が
、
ご
苦
労
を
か
け
て
い
ま
す
。



明
第
二
地
区

会
長
・
梅
本
み
な
子

①
近
年
の
高
齢
化
で
当

地
区
も
見
守
り
依
頼
や

相
談
件
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
町
内
活

動
が
盛
ん
で
地
域
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒
に
過
ご
せ
る
環
境
が

あ
る
こ
と
。
②
新
任
委
員
を
迎
え
役
員
体
制
を

整
い
、
委
員
同
士
の
親
睦
や
交
流
を
重
ね
信
頼

の
お
け
る
仲
間
と
し
て
、
個
人
で
抱
え
込
ま
な

い
よ
う
に
何
で
も
安
心
し
て
話
せ
る
雰
囲
気
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
③
「
自

分
の
命
と
生
活
は
自
分
で
守
る
」
を
基
本
と
し
、

無
理
を
し
な
い
活
動
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。



明
第
三
地
区

会
長
・
平
川　

茂
光

私
た
ち
民
生
委
員
30

名

は
、
松
戸
市
が
推
進
す

る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
政
策
に
基
づ
き
、
地

域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
福
祉
関
係
機
関
と
の

連
携
を
重
視
し
、
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
な
が

ら
高
齢
者
、
児
童
、
障
が
い
者
等
へ
の
支
援
を

継
続
的
に
推
進
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
、
自
粛
要
請
に
よ
り

事
業
の
一
部
が
活
動
停
止
。
感
染
症
の
終
着
が

見
え
な
い
現
状
で
新
し
い
日
常
生
活
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
民
児
協
で
は
、
新
支
援
体
制
を

構
築
し
事
業
を
推
進
致
し
ま
す
。



明
第
四
地
区

会
長
・
鈴
木　
　

艶

①
松
戸
市
の
西
部
に
位

置
す
る
明
第
四
地
区
。

江
戸
川
や
坂
川
が
流
れ
緑
が
多
く
残
る
の
ど
か

な
地
区
で
し
た
が
近
年
宅
地
化
が
進
み
、
若
い

子
育
て
世
代
が
増
え
る
一
方
、
高
齢
世
帯
も
増

え
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
続
け

て
ゆ
く
に
は
、
顔
と
顔
が
見
え
る
つ
な
が
り
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
②
一
人
で
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
笑
顔
で
助
け
合

う
地
域
。
③
活
動
中
止
の
た
め
、
地
区
社
協
と

連
携
し
な
が
ら
会
食
会
・
配
食
の
独
居
の
方
に

安
否
確
認
を
兼
ね
て
麦
茶
な
ど
を
配
布
し
ま
し

た
。



矢
切
地
区

会
長
・
竹
内　

恵
子

松
戸
市
の
南
部
に
位
置

し
、
江
戸
川
を
挟
み
東

京
都
葛
飾
区
に
隣
接
し
南
は
市
川
市
に
接
し
た
、

古
く
か
ら
の
農
業
と
新
興
住
宅
が
入
り
混
じ
っ

た
地
域
で
す
。
矢
切
と
葛
飾
柴
又
と
の
間
に
は

「
矢
切
の
渡
し
」
が
往
来
し
て
い
ま
す
。
東
京

外
環
自
動
車
道
と
国
道
が
開
通
し
、
地
域
の
交

通
・
人
の
流
れ
が
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

矢
切
地
区
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
や
さ
し
さ
で
結
ぶ

人
の
輪
・
地
域
の
和
」
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
新
し
く
就
任
さ
れ
た
方
は
ま
だ
活
動
が

制
限
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

東
部
地
区

会
長
・
梶
原　

栄
治

東
部
地
区
は
松
戸
市
の

南
側
中
央
に
位
置
し
、

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
と
北
総
線
の
交
わ
る
東
松
戸
駅

周
辺
に
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
、
子
育
て

世
代
を
中
心
に
45

年
ぶ
り
に
新
設
さ
れ
た
東
松

戸
小
学
校
に
は
現
在
８
０
０
人
を
超
え
る
生
徒

が
通
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は
21

％
を
切
り
、

市
内
で
は
若
い
地
域
で
す
が
、
高
齢
者
人
口
は

１
万
人
を
超
え
る
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。
15

の

町
会
・
自
治
会
が
あ
り
、
29

人
の
民
生
委
員
と

２
名
の
主
任
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。



馬
橋
地
区

会
長
・
荻
野　

禎
子

①
Ｊ
Ｒ
馬
橋
駅
の
東
エ

リ
ア
に
あ
る
臨
済
宗
の

古
刹
萬
満
寺
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
松
戸
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
商

業
施
設
「
テ
ラ
ス
モ
ー
ル
松
戸
」
が
あ
り
町
の

活
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
②
地
区
社
協
事
業

の
協
力
や
、
町
会
長
と
の
懇
談
会
等
民
生
委
員

35

名
健
全
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
「
ま
ば
し

地
区
多
く
の
愛
で
見
守
る
目
」
が
モ
ッ
ト
ー
で

す
。
③
活
動
や
運
営
が
中
止
と
な
り
見
守
り
訪

問
が
で
き
ず
、
電
話
で
の
確
認
で
は
変
化
に
気

付
け
な
い
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。



馬
橋
西
地
区

会
長
・
恩
田
美
智
子

①
Ｊ
Ｒ
馬
橋
駅
西
口
か

ら
江
戸
川
ま
で
の
地
域

を
担
当
。
駅
周
辺
は
商
業
施
設
や
新
興
住
宅
。

江
戸
川
に
近
い
地
域
は
農
業
世
帯
が
多
い
。

②
夏
休
み
時
期
は
、
小
学
校
５
校
・
中
学
校
２

校
・
高
等
学
校
１
校
と
連
携
で
、
毎
週
１
回
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
（
民
生
委
員
を
２
班
に
分

け
）
夕
方
５：

30

～
６：

30

公
園
10

ヶ
所
の
犯

罪
抑
止
活
動
に
取
組
み
中
。
③
コ
ロ
ナ
禍
、
安

否
等
電
話
作
戦
を
工
夫
し
前
年
度
と
変
わ
ら
な

い
活
動
で
こ
の
時
期
、
民
生
委
員
を
必
要
と
す

る
住
民
が
多
い
現
状
を
感
じ
て
い
ま
す
。

地
区
活
動
紹
介

「
コ
ロ
ナ
禍
の
１
年
、
力
を
合
わ
せ
て
！

」

今
号
は
、
地
区
会
長
に
①
地
域
の
特
性
、
②
日
頃
の
モ
ッ
ト
ー
、
③
コ
ロ
ナ
禍
で
の

活
動
上
の
課
題
・
工
夫
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
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新
松
戸
地
区

会
長
・
福
岡　

直
樹

①
近
年
、
新
興
住
宅
地

と
し
て
急
激
に
開
拓
。

大
型
集
合
住
宅
が
立
ち
並
び
、
そ
の
世
帯
数
は

総
世
帯
数
の
約
40
％
を
占
め
ま
す
。
②
地
区
委

員
は
現
在
35
名
中
15
名
が
マ
ン
シ
ョ
ン
在
住
。

平
場
と
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
居
住
者
対
応
も
違
い
、

委
員
同
士
で
そ
の
知
識
を
共
有
で
き
る
利
点
が

あ
り
ま
す
。
③
ほ
と
ん
ど
の
活
動
は
自
粛
。
定

例
会
は
３
月
～
５
月
は
中
止
、
６
月
は
書
面
、

７
月
は
縮
小
。
８
月
以
降
は
通
常
開
催
で
す
。

そ
の
中
、
ふ
れ
あ
い
会
食
会
に
代
わ
り
９
月
よ

り
月
１
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。



高
木
地
区

会
長
・
星
野　
　

進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
活
動
す
べ
て
が

自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
４
ヶ
月
間
独
居
の
方

々
の
安
否
確
認
は
電
話
や
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
越

し
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
感
染
防
止

を
確
保
し
つ
つ
見
守
り
が
可
能
と
な
っ
た
が
、

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
を
含
め
多
く
の
国
民
が

心
身
共
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
全
国

の
高
齢
者
の
自
殺
が
全
体
の
43
％
、
千
葉
県
で

は
７
～
９
月
の
自
殺
者
が
２
９
０
人
と
過
去
５

年
間
で
最
多
で
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下
の

方
々
を
社
会
資
源
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。



常
盤
平
地
区

会
長
・
亀
澤　

初
見

①
当
地
区
民
児
協
は
定

数
25
名
。
常
盤
平
１
～

７
丁
目
と
牧
の
原
公
団
住
宅
１
・
２
街
区
の
緑

豊
か
な
環
境
整
備
さ
れ
た
市
街
地
。
少
子
高
齢

化
も
進
む
地
域
で
す
。
②
思
い
や
り
「
育
む
・

寄
り
添
う
・
支
え
合
う
」
③
「
県
新
生
活
様
式
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
「
う
つ
ら
な
い
・
う
つ

さ
な
い
」
を
遵
守
。
見
守
り
・
傾
聴
・
支
援
は
、

主
に
電
話
を
利
用
し
た
活
動
。
単
独
事
業
子
ど

も
の
居
場
所
「

Ｔ’
ｓ
ル
ー
ム

」
と
茶
話
会
「
に

っ
こ
り
」
は
中
止
し
て
い
ま
す
。



常
盤
平
団
地
地
区

会
長
・
廣
瀬　

昌
知

①
昭
和
35
年
、
金
ケ
作

の
一
部
を
開
発
し
て
、

常
盤
平
団
地
が
完
成
。
現
在
60
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
全
戸
賃
貸
住
宅
の
た
め
、
昨
今
は
入
退

去
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
②
当
地
区
は
団

地
内
の
み
と
い
う
特
殊
な
地
域
を
担
当
。
団
地

地
区
を
16
分
割
し
、
担
当
地
区
の
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
声
か
け
等
に
全
力
を
尽
く
し
て
い

ま
す
。
③
特
に
影
響
は
受
け
ず
、
各
委
員
共
、

ま
ず
自
分
の
体
調
管
理
を
重
視
し
て
電
話
等
を

活
用
し
、
見
守
り
活
動
し
て
お
り
ま
す
。



五
香
地
区

会
長
・
高
田　

和
敏

①
五
香
地
区
は
松
戸
市

東
部
で
柏
・
市
川
・
鎌

ヶ
谷
の
各
市
と
接
し
、
２
本
の
私
鉄
を
擁
し
て

い
ま
す
。
工
業
団
地
を
含
む
戸
建
て
住
宅
が
中

心
で
す
。
②
民
生
委
員
・
児
童
委
員
信
条
お
よ

び
児
童
憲
章
の
前
文
の
各
条
項
を
機
軸
と
し
た

「
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
」
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
③
月
１
回
全
委
員
が

集
ま
っ
て
い
た
定
例
会
を
密
な
状
態
を
回
避
す

る
た
め
、
委
員
半
数
ご
と
の
２
部
制
で
か
つ
、

時
間
を
短
縮
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
例
研

究
な
ど
全
員
で
議
論
で
き
な
い
の
が
悩
み
で
す
。



六
実
地
区

会
長
・
池
端　

清
子

六
実
地
区
は
松
戸
の
最

東
部
に
位
置
し
東
武
鉄

道
の
六
実
駅
、
新
京
成
の
元
山
駅
を
利
用
し
て

の
首
都
圏
へ
の
通
勤
者
と
地
元
の
営
農
者
が
混

在
し
て
い
ま
す
。
県
営
・
市
営
住
宅
・
大
規
模

マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が

生
活
し
て
い
ま
す
。
定
例
会
は
６
月
か
ら
再
開
、

社
協
の
事
業
協
力
は
中
止
の
な
か
、「
む
つ
み
あ

い
笑
顔
育
む
地
区
活
動
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
28
名
の
委
員
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
生
活
様

式
を
踏
ま
え
、
安
全
安
心
の
見
守
り
を
中
心
に

日
々
の
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。



小
金
北
部
地
区

会
長
・
小
野　

順
子

①
松
戸
市
北
部
、
流
山

市
と
隣
接
す
る
常
磐
線

北
小
金
駅
北
側
の
地
域
。
戸
建
て
住
宅
が
多
い

が
、
２
棟
の
市
営
住
宅
を
有
し
、
近
年
、
高
齢

者
施
設
が
多
く
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
②
犯
罪

件
数
が
少
な
く
落
ち
着
い
た
地
域
で
、
地
区
民

児
協
も
穏
や
か
で
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。
③
「
助
け
合
い
活
動
」
と

し
て
行
っ
て
い
た
独
居
高
齢
者
対
象
の
会
食
会

が
で
き
な
く
な
り
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
方
々
を
主
な
対
象
と
し
て

「
食
料
頒
布
会
」
を
実
施
し
ま
す
。



小
金
南
部
地
区

会
長
・
若
林　

桂
子

①
流
山
市
に
接
し
、
旧

小
金
宿
の
街
並
み
と
古

刹
・
東
漸
寺
が
あ
り
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
北
小
金

駅
前
に
商
業
地
、
周
辺
に
住
宅
地
、
担
当
す
る

小
学
校
は
４
校
、
中
学
校
は
２
校
。
高
齢
化
率

は
22
％
で
す
。
②
モ
ッ
ト
ー
は
「
お
互
い
様
と

言
え
る
笑
顔
の
支
え
合
い
」
。
防
災
対
策
部
会

を
含
め
４
部
会
の
活
動
が
委
員
同
士
の
絆
を
深

め
て
い
ま
す
。
③
施
設
研
修
が
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
実
施
で
き
ず
残
念
で
し
た
が
、
適
応
す

る
活
動
を
企
画
し
、
実
行
で
き
て
い
る
の
は
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
賜
物
で
す
。



小
金
原
地
区

会
長
・
向
田　

和
雄

①
当
地
区
は
昭
和
46
年
、

Ｕ
Ｒ
に
よ
る
小
金
原
団

地
と
宅
地
分
譲
に
よ
り
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
発
展
。
現
在
は
常
盤
平
団
地
地
区
に

次
ぐ
松
戸
市
２
番
目
の
高
齢
者
率
33
％
と
な
り

ま
し
た
。
②
風
通
し
良
い
組
織
運
営
と
「
活
動

は
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
区
社
協
・
自

治
会
・
地
区
包
括
と
の
連
携
を
大
切
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
③
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
会
食

会
・
高
齢
者
サ
ロ
ン
・
子
育
て
サ
ロ
ン
が
中
止

の
中
で
、
見
守
り
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
が
課
題
で
す
。

☜

活
動
時
は
、
感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
と
！
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コロナ禍での各関係機関の対応

 

松戸市社会福祉協議会の取り組み

学校現場・教育委員会の対応

３月２日からの臨時休校、

４月の始業式から５月の連休

明けまでの緊急事態宣言下で

の休校継続とさらなる休校期間

の延長。6 月に入り分散登校

を経て、ようやく 15 日から

一斉登校を再開しました。

当初は、児童生徒が感染者

や濃厚接触者に特定された場

合には感染拡大防止のため、

学校単位で一時的な休校措置

をとっておりました。

現在は感染拡大防止と教育

活動の継続を両立して行える

よう、学年単位で対応をして

おります。

なおご家族等が濃厚接触者

に特定された場合には、児童

生徒につきましては、自宅待

機をしていただくようお願い

をしております。

（「学校における新型コロナウ

イルス感染拡大防止ガイドラ

イン Ver.５」に基づく措置）

「現代の学校の位置づけ、役割が浮き彫りにされたような気がしま

す。パラボラアンテナのように実に幅広く、多様な視点からの役割

があったことを認めざるを得ません。特に福祉的な役割の多さを改

めて認識したところです。」（教育長コラムより）

＊＊＊＊民生委員児童委員の皆さんへ＊＊＊＊ 

いますが、フードバンク・赤

い羽根共同募金などへの寄

付は従来通り受け付けてい

ます。また今年度、成年後見

支援センターを立ち上げま

した。

市社協は引き続き、できる

ことを全力で対応していき

ます。日頃から地域で困窮者

に向き合っていらっしゃる

民生委員児童委員の皆さん、

今後も手を携えて頑張って

いきましょう。

※貸付の申込・問合せは

生活相談課☎(368-0912)

松戸市社会福祉協議会（市

社協）も新型コロナウイルス

の影響を大きく受けました。

高齢者や乳幼児を対象とす

る事業は軒並み中止となり、

現在も再開されていません。

地区社協のイベント再開の

目途も立っておらず、地域福

祉の停滞が心配されます。

コロナ禍で市社協は生活

困窮者への支援に注力して

います。コロナ特例貸付「緊

急小口資金」「総合支援資金」

に加え、従来からの「教育支

援資金」の貸付も受け付けて

います。イベントは中止して

緊急小口資金 

限度:20 万円

今年度貸付実績

(４～９月、9 月

25 日現在)

件数：2,658 件
お急ぎの方は松戸市

のつなぎ融資と連携

可能です。

総合支援資金 

限度:

15 万円(単身)

20 万円(複数)

今年度貸付実績

(４～９月、９月

25 日現在)

件数：1,360 件

教育支援資金(奨学金)) 

限度:進学先別(月額と別に支度費も対象)

進学者本人が借ります。（義務教育は対象

外です。）

「まっころん」は松戸市社会福祉協議会の

マスコットキャラクターです

フレイル

休校中に進進められた対策 

＊自宅学習支援として、各種

HP 等を紹介。

＊児童生徒・保護者向けに悩み

相談窓口等を紹介。

＊偏見や差別防止の呼びかけ

授業時間確保のために 

＊７～９月に土曜授業を一部実施。＊夏休み及び冬休みの短縮。

コロナ禍で注目される言葉

影響をを受けた行事事 

＊卒入学式 ＊修学旅行

＊校外学習

＊運動会・体育祭

＊音楽・プール授業

＊部活動 ＊集会ほか

オンライン授業オンライン授業

　民生委員児童委員の皆様には、日頃より学校教育へのご協力をい
ただき、ありがとうございます。コロナ禍において生活環境が大き
く変わっているご家庭もあります。子供たちの学びを保障するため、
今後もよろしくお願いいたします。

「緊急小口資金」と「緊急小口資金」と

「総合支援資金」の「総合支援資金」の

申請を受け付けてい申請を受け付けてい

ます。ます。

加齢に伴い筋力が
衰え、疲れやすく
なり家に閉じこも
りがちになるなど、
年齢を重ねたこと
で生じやすい衰え
全般を指します。
コロナ禍で外出を
控える高齢者にフ
レイルが進むとい
う問題が出ていま
す。

インターネットを使
った遠隔授業。「同期
双方型授業（ZOOM
等を使い、画面でリ
アルタイムにやり取
り）」と「オンデマ
ンド型授業（収録映
像を好きな時に見
る）」です。学校の一
斉休校中に小中高の
一部で導入されまし
た。



松戸市民児協・社協等の行事並びに活動（中止）の報告 令和 2 年 2 月～11 月  

※3部会：高齢者部会・児童部会・援護部会、2連絡会：主任児童連絡会・防災災害対策連絡会、1委員会：広報委員会 

 松戸市民児協 社協・(全国)県民児協等 市・県・全国 

2 月 止停用利設施共公

子育てフェスティバル中止(2/21) 

国よりイベント等自粛要請(2/26～) 

全国一斉休校要請（2/27）

3 月 全体研修会中止(3/27） 

理事会中止(3 月～6 月) 

3 部会、2 連絡会、1 委員会

※の中止(3 月～6 月)   
ｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟ-養成研修中止(3/24) 

地域ケア会議研修会中止(3/15)

コロナ特例貸付措置決定(3/10)

市社協・地区社協の全行事中止

(3/3～12 月末迄) 

市内小中学校卒業式中止 

特措法改正案成立(3/13) 

東京オリンピック延期決定(3/24) 

医療崩壊危機 

4 月 定期総会(4/15) 

(書面決議で実施)  

新任研修会中止(4/17)   

止中式学入校学中小内市

7 都道府県「緊急事態宣言」(4/7) 

県外出自粛要請(4/7) 

全国「緊急事態宣言」(4/16～5/6) 

全国「緊急事態宣言」延長(～5 月末) 

5 月 民児協会長「市民センター貸

出再開通告」 

全民児連会長メッセージ(5/7) 「緊急事態宣言」一部解除(5/14) 

「緊急事態宣言」追加解除(5/21) 

「緊急事態宣言」全面解除(5/25) 

)1/6(除解用利部一設施共公)03/6(止中会修研体全月6

市内小中学校分散登校(6/1～) 

市内小中学校一斉登校(6/15～) 

7 月 理事会再開(7/7)   

3 部会･2 連絡会･1 委員会の

再開 

「社会を明るくする運動」中止

(7/18) 

千葉県民児協大会中止(7/20) 

公共施設利用制限緩和(7/10)   

GoTo ﾄﾗﾍﾞﾙｷｬﾝﾍﾟｰﾝ開始(7/22) 

月8

)03/9(止中ーナミセ祉福域地月9

10月 訪問による見守り活動等の条

件付き再開(10/1) 

中堅民生委員児童委員研修会 

(令和2、３年度で分散開催) 

国勢調査スタート(10/1)  

東京 GoTo ﾄﾗﾍﾞﾙｷｬﾝﾍﾟｰﾝ開始(10/1) 

11月 全体研修会(11/4) 

森のホール 21 で開催 

千葉県社会福祉大会中止(11/18)
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新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う 
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佐
藤
信
雄
様

享
年

 

76
歳

明
第
一
地
区

令
和
２
年
３
月
６
日

 

 

◆
令
和
２
年
４
月
15
日 

松
戸
市
民
児
協
会
長
表
彰

(

氏
名
略) 

71
名 

◆
令
和
２
年
10
月
22
日 

永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員
表
彰

 

東
部
地
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山
沢
ミ
ツ
エ 

 

新
松
戸
地
区 

 
 

清
澤
さ
ち
え 

 

新
松
戸
地
区 

 

福
岡
直
樹 

◆
令
和
２
年
11
月
13
日 

社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

 

明
第
三
地
区 

 
 
 

平
川
茂
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松
戸
地
区 

 
 

 

小
島
可
代
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小
金
南
部
地
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若
林
桂
子 

◆
令
和
２
年
11
月
18
日 

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

 

(

現
職 

通
算
10
年
以
上
・
氏
名
略) 

24
名 

 
 

 

受
賞
者
の
方
々
に
心
か
ら
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す

今
後
も
皆
様
の
ご
活

躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【活動中止に伴う影響】  

◆高齢者・児童・障がい者等福祉サービス(イベント・見守り・情報共有等)の制約。 

◆民生委員児童委員研修・定例会等中止に伴う知見・識見の滞りと委員相互の情報共有の遅れ。 

◆地域住民とのコミュニケーションの減少と「密」回避で「顔が見えない」活動の増加。  

◆地区ごとの工夫を凝らした民生委員児童委員活動の継続(リモート、スマホ等による伝達手段の活用)。 

◆地域の特色を生かした新福祉サービスの創出(無償提供食料・マスク等配布、ｿｰｼｬﾙﾃ゙ｨｽﾀﾝｽでの見守り等)。 

 

松
⼾
市
⺠
⽣
委
員
児
童
委
員  

現
役
委
員
の
受
賞 
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【お役立ち情報】

◆松戸市役所
【緊急通報装置】 

福祉長寿部 介護保険課（給付班）

☏366−7067

【高齢者支援の件】 

福祉長寿部　高齢者支援課 

☏366-7346

【民生委員児童委員の担当課 

（相談・確認等）】 

地域福祉課 ☏366-3019

【生活保護・生活相談】 

生活支援一課 ☏366-7349

生活支援二課 ☏704-3986

【家庭ゴミ訪問収集の件】 

環境部 環境業務課

☏366-7333

【困った時の相談】 

すぐやる課 ☏366-7302

◆松戸社会福祉協議会本部（上矢切）

【生活相談課（生活・学費等）】 

生活関連 ☏368-0912

【たすけあいセンター】 

訪問型応援サービス 

☏712-0311

◆シルバー人材センター 

自分でできない仕事の請け負い 

☏330-5005

※令和２年 11 月現在

「うつらない、うつさない」   

会話は、マスクと 

ソーシャルディスタンス！ 

c
h

ib
a
-
m

in
k
yo

.o
r.jp

　
　
　

【

編

集

後

記

】

　

雪
に
覆
わ
れ
た
戸
定
邸
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
社
会
は
閉
塞

感
に
と
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
２
回
発
行
の
「
愛
の
小
鳩
」
で
す
が
、
今

年
度
は
や
む
な
く
今
号
１
回
と
な
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
個
人
の
活
動

も
市
民
児
協
の
活
動
も
当
面
手
探
り
が
続
き
そ
う
で
す
。
61

号
発
行
に

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
関
係
の
皆
様
、
な
ら
び
に
慣
れ
な
い
環
境
下
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
広
報
委
員
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
長　

山
﨑　

敏
子

　

本
誌
の
平
川
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
Ｐ
２
）
内
で
話
さ
れ
た
「
県
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
12
月
理
事
会
に
て
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

松
戸
地
区　
　
　

成
田　

早
苗

明
第
一
地
区　
　

松
﨑　

律
子

明
第
二
地
区　
　

渡
邉　

尤
子

明
第
三
地
区　
　

永
田　

久
子

明
第
四
地
区　
　

吉
田　

静
子

矢
切
地
区　
　
　

高
杉　
　

覚

東
部
地
区　
　
　

岡
田　

俊
雄

馬
橋
地
区　
　
　

志
賀　

康
子

馬
橋
西
地
区　
　

吉
岡　

寛
利

新
松
戸
地
区　
　

山
﨑　

敏
子

高
木
地
区　
　
　

鈴
木　

隆
一

常
盤
平
地
区　
　

今
井　

公
行

常
盤
平
団
地
地
区

　
　
　
　
　
　
　

徳
峯
滿
智
子

五
香
地
区　
　
　

縫
部
鐵
次
郎

六
実
地
区　
　
　

芹
澤　
　

満

小
金
北
部
地
区　

稲
葉　

眞
理

小
金
南
部
地
区　

片
多
海
保
子

小
金
原
地
区　
　

植
田　

峰
子

池
田　

将
男　

理
事

亀
澤　

初
見　

理
事

若
林　

桂
子　

理
事

　

◆

新
広
報
委
員
紹
介

◆

担
当
理
事

【民児協 18 地区区割図】


